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は
じ
め
に

日
本
と
フ
ラ
ン
ス
の
交
流
の
起
点
と
な
る
一
八
五
八
年
の
日
仏
修
好
通
商

条
約
の
締
結
後
、
江
戸
幕
府
は
、
フ
ラ
ン
ス
へ
遣
欧
使
節
を
計
四
回
派
遣
し

た
。
最
後
の
遣
欧
使
節
は
、
将
軍
徳
川
慶
喜
の
弟
、
徳
川
昭
武
（
一
八
五
三
〜

一
九
一
〇
）
を
代
表
と
す
る
一
八
六
七
年
（
慶
応
三
年
）
の
使
節
で
あ
っ
た
。

そ
の
目
的
は
、
第
一
に
将
軍
名
代
と
し
て
昭
武
を
一
八
六
七
年
に
フ
ラ
ン
ス

で
開
催
さ
れ
る
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
参
列
さ
せ
る
こ
と
、
第
二
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
条
約
締
結
国
を
巡
歴
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
第
三
に
、
昭
武
に
フ
ラ
ン

ス
留
学
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
実
際
、
昭
武
は
、
パ
リ
万
博
の

各
種
行
事
に
参
列
し
て
、
各
国
の
王
族
や
政
府
首
脳
と
交
際
し
、
そ
の
後

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
巡
歴
を
終
え
る
と
、
パ
リ
に
邸
宅
を
構
え
、
留
学
生
活

を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
て
パ
リ
で
の
留
学
生
活
が
本
格
化
し
た
矢

先
、
翌
一
八
六
八
年
初
め
に
大
政
奉
還
の
知
ら
せ
が
届
き
、
さ
ら
に
新
政
府

か
ら
の
帰
国
命
令
を
受
け
、
昭
武
は
日
本
へ
の
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
一
八
六
七
年
の
遣
欧
使
節
が
目
的
と
し
た
フ
ラ
ン
ス
留
学
は
頓

挫
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
パ
リ
で
学
ん
だ
知
識
や
経
験
は
、
渋

沢
栄
一
（
一
八
四
〇 

〜
一
九
三
一
）
を
は
じ
め
と
す
る
随
行
者
た
ち
に
よ
っ
て
、

そ
の
後
の
近
代
日
本
の
形
成
に
い
か
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
一
八
六
七

年
の
幕
府
使
節
は
、
江
戸
か
ら
明
治
を
つ
な
ぐ
日
仏
交
流
の
機
縁
と
な
っ
た

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
将
軍
名
代
の
役
目
を
果
た
し
た
徳
川
昭
武

は
、
派
遣
時
に
一
三
歳
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
少
年
使
節
」
と
し
て
初
期

日
仏
交
流
を
象
徴
す
る
人
物
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
一
方

で
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
し
た
昭
武
が
政
治
の
表
舞
台
に
立
つ
こ
と
が
な

か
っ
た
た
め
に
、
明
治
期
に
い
か
な
る
経
歴
を
た
ど
っ
た
の
か
、
ま
た
昭
武

【
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と
フ
ラ
ン
ス
と
の
接
点
は
そ
の
ま
ま
消
え
て
し
ま
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
何

ら
か
の
方
法
で
継
続
さ
れ
た
の
か
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
で

ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た（

１
）。

そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
松
戸
徳
川
家
に
所
蔵
さ
れ
る
徳
川
昭
武
宛
の

「
外
国
人
差
し
出
し
」
の
書
簡
で
あ
る（

２
）。

こ
れ
ら
の
書
簡
は
全
て
フ
ラ
ン
ス

語
で
書
か
れ
、
合
計
で
お
よ
そ
一
五
〇
通
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
手
紙
の
日
付
を
見
る
と
、
一
八
八
〇
年
代
に
送
ら
れ
た
も
の
が
多
い
。

昭
武
と
フ
ラ
ン
ス
の
接
点
は
、
一
八
六
七
年
の
幕
府
使
節
の
経
験
に
限
定
さ

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
後
も
継
続
的
に
保
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

昭
武
宛
に
こ
れ
ら
の
手
紙
を
送
っ
た
「
差
し
出
し
人
」
は
い
か
な
る
人
物

で
あ
っ
た
の
か
。
ま
ず
、
書
簡
の
分
量
と
し
て
最
も
多
い
の
は
、
全
一
〇
五

通
の
書
簡
を
送
っ
た
フ
ラ
ン
ス
陸
軍
の
軍
人
レ
オ
ポ
ル
ド
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ト

（Léopold V
illette, 1822-1907

）
で
あ
る
。
次
に
多
い
の
は
、
明
治
政
府

の
招
聘
で
第
二
次
フ
ラ
ン
ス
軍
事
顧
問
団
の
団
長
と
し
て
来
日
し
た
シ
ャ
ル

ル
・
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
マ
ル
ク
リ
（Charles A

ntoine M
arquerie, 1824-

1894

）
で
あ
る
（
全
一
七
通
）。
ま
た
、
同
じ
く
明
治
政
府
の
招
聘
で
来
日

し
た
法
学
者
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
エ
ミ
ー
ル
・
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
・
ド
・
フ
ォ
ン

タ
ラ
ビ
ー
（Gustave Em

ile Boissonade de Fontarabie, 1825-1910
）

の
書
簡
三
通
、
そ
の
妻
ジ
ュ
リ
ー
・
ア
ン
リ
エ
ッ
ト
（Julie H

enriette 

Boissonade de Fontarabie, 1826-1906

）
の
書
簡
一
〇
通
、
娘
ル
イ
ズ
・

ア
ン
リ
エ
ッ
ト
（Louise H

enriette Boissonade de Fontarabie, 1850-

1935

）
の
書
簡
一
通
で
あ
る
。
こ
の
他
に
、
日
本
学
者
と
し
て
高
名
な
フ
ィ

リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
（Philipp 

Franz Balthasar von Siebold, 1796-1866

）
の
四
男
で
、
外
交
官
を
務

め
た
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
（H

einrich von Siebold, 

1852-1908

）
の
書
簡
八
通
も
確
認
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
昭
武
の
文
通
相
手
を
見
て
い
く
と
、
彼
ら
は
み
な
軍
事
、

法
学
、
外
交
と
い
う
、
主
と
し
て
初
期
日
仏
交
流
の
か
な
め
と
な
っ
た
分
野

で
日
本
の
近
代
化
に
役
割
を
果
た
し
た
人
々
で
あ
っ
た（

３
）。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

上
記
の
「
外
国
人
差
し
出
し
」
の
書
簡
に
焦
点
を
当
て
、
明
治
以
降
の
昭
武

と
フ
ラ
ン
ス
の
接
点
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い

く
こ
と
と
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
分
析
を
通
じ
、
明
治
期
に
お
け
る
日
仏
の
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
展
開
が
概
観
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
い
わ
ゆ
る「
公
的
」

な
歴
史
資
料
か
ら
は
浮
か
び
あ
が
ら
な
い
、
日
仏
交
流
の
社
会
史
と
し
て
の

側
面
に
光
が
あ
て
ら
れ
る
だ
ろ
う（

４
）。

第
一
章
で
は
、
徳
川
昭
武
と
フ
ラ
ン
ス

と
の
接
点
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
通
相
手
と
い
か
な
る
経
緯
で
出
会
っ

た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
章
で
は
、
文
通
相
手
の
経
歴
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
書
簡
の
概
要
を
述
べ
る
。
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１　

徳
川
昭
武
と
フ
ラ
ン
ス

本
章
で
は
ま
ず
、
徳
川
昭
武
の
経
歴
を
た
ど
り
な
が
ら
、
特
に
フ
ラ
ン
ス

と
の
接
点
に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
通
相
手
と
の
出
会
い
の
経
緯
を

見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い（

５
）。

（
１
）
一
八
六
七
年
パ
リ
万
博
と
第
一
次
フ
ラ
ン
ス
留
学

徳
川
昭
武
は
、
一
八
五
三
年
一
〇
月
二
六
日
、
水
戸
藩
主
徳
川
斉
昭

（
一
八
〇
〇
〜
一
八
六
〇
）
の
一
八
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
最
後
の
将
軍
徳
川
慶

喜
（
一
八
三
七
〜
一
九
一
三
）
は
一
六
歳
年
上
の
異
母
兄
に
あ
た
る
。
一
八
六
七

年
一
月
三
日
、
昭
武
は
パ
リ
万
博
へ
の
派
遣
を
命
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
御

三
卿
の
ひ
と
つ
清
水
徳
川
家
を
継
承
し
た
。
こ
う
し
て
昭
武
は「
将
軍
名
代
」

と
い
う
立
場
で
、
パ
リ
万
博
に
参
列
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
慶
喜
は
、
こ

の
と
き
昭
武
に
対
し
て
「
博
覧
会
展
観
後
、
条
約
締
結
国
へ
巡
歴
し
て
各
国

と
の
友
好
を
深
め
る
こ
と
、
各
国
巡
歴
後
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
三
年
か
ら

五
年
、
さ
ら
に
長
期
に
わ
た
っ
て
留
学
す
る
こ
と
」
を
命
じ
た
。
慶
喜
が
昭

武
に
携
帯
さ
せ
た
フ
ラ
ン
ス
皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
宛
の
国
書
に
お
い
て
も
、

「
我
が
国
が
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
そ
の
高
潔
な
る
君
主
へ
い
だ
く
友
情
と
感
謝

の
念
を
表
す
る
た
め
、
こ
の
万
博
の
機
会
に
我
が
弟
の
徳
川
民
部
大
輔
〔
徳

川
昭
武
〕
を
私
の
名
代
と
し
て
委
ね
ま
し
た
」
と
、
フ
ラ
ン
ス
へ
の
友
好
を

表
明
す
る
た
め
に
弟
の
昭
武
を
派
遣
し
た
旨
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

続
け
て
「
私
の
意
向
は
、
皇
帝
の
庇
護
の
も
と
、〔
昭
武
が
〕
フ
ラ
ン
ス
に

と
ど
ま
り
学
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
」
と
し
て
、
皇
帝
に
よ
る
昭
武

の
庇
護
を
要
請
し
た（

６
）。

以
上
の
よ
う
に
慶
喜
は
、
昭
武
を
将
軍
名
代
と
し
て

派
遣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
親
交
を
深
め
、
さ
ら
に
フ
ラ
ン

ス
留
学
を
通
し
て
昭

武
に
近
代
知
識
を
習

得
さ
せ
る
こ
と
を
重

視
し
て
い
た
。

な
お
、
こ
の
幕
府

使
節
に
は
、
全
権
使

節
の
向
山
一
履

（
一
八
二
六
〜
一
八
九
七
、

勘
定
奉
行
格
外
国
奉
行
、

後
の
漢
詩
人
）
を
筆
頭

に
、
山
高
信
離

（
一
八
四
二
〜
一
九
〇
七
、

昭
武
傅
役
、
作
事
奉
行

格
小
姓
頭
取
、
後
の
帝

写真1　マルセイユでの徳川昭武一行
　　　　（1867年、松戸市戸定歴史館所蔵）
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国
博
物
館
長
）、
田
辺
太
一
（
一
八
三
一
〜
一
九
一
五
、
外
国
奉
行
支
配
組
頭
、
後
の
外

務
省
大
書
記
官
）、
杉
浦
譲
（
一
八
三
五
〜
一
八
七
七
、
外
国
奉
行
支
配
調
役
、
後
の
内

務
省
地
理
局
長
）、
渋
沢
栄
一
（
勘
定
格
陸
軍
附
調
役
、
後
の
大
蔵
大
丞
）、
高
松
凌

雲
（
一
八
三
七
〜
一
九
一
六
、
医
師
）
な
ど
、
明
治
期
の
各
界
で
活
躍
す
る
人
物

が
随
行
し
た
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
ち
、
日
仏
関
係
に

つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
渋
沢
栄
一
が
、
一
九
〇
二
年
に
フ
ラ
ン
ス
を
再
訪
し
、

ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ー
ン
（A

lbert K
ahn, 1860-1940

）
な
ど
フ
ラ
ン
ス
の

実
業
家
た
ち
と
交
際
し
た
こ
と
、
ま
た
駐
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
の
ポ
ー
ル
・
ク

ロ
ー
デ
ル
（Paul Louis Charles Claudel, 1868-1955

）
と
と
も
に

一
九
二
四
年
の
日
仏
会
館
の
設
立
に
尽
力
し
、
そ
の
初
代
理
事
長
に
就
任
す

る
な
ど
、
日
仏
交
流
の
発
展
に
寄
与
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る（

７
）。
昭
武
も

ま
た
、
日
仏
関
係
を
含
め
、
渋
沢
と
の
関
わ
り
を
継
続
的
に
保
持
し
て
い
く

こ
と
と
な
る
。

一
八
六
七
年
の
遣
欧
使
節
に
は
フ
ラ
ン
ス
長
崎
領
事
の
レ
オ
ン
・
デ
ュ

リ
ー
（Léon D

ury, 1822-1891

）
と
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
付
通
訳
官
ア
レ

ク
サ
ン
ダ
ー
・
ゲ
オ
ル
ク
・
グ
ス
タ
フ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト

（A
lexander Georg Gustav von Siebold, 1846-1911

）
が
同
行
し
た
。

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト

の
長
男
で
、
昭
武
の
後
年
の
文
通
相
手
と
な
る
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
兄
に
あ
た

る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
、
一
八
五
九
年
に
一
二
歳
の
若
さ
で
父
の
再
来
日

に
同
行
し
、
日
本
語
に
熟
達
し
て
一
八
六
一
年
か
ら
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
の
通

訳
官
に
任
命
さ
れ
て
い
た
。
一
八
六
六
年
末
に
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
、
父

の
死
去
に
と
も
な
い
、
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
（
バ
イ
エ
ル
ン
）
に
帰
国
予
定
で

あ
っ
た
と
こ
ろ
、
日
本
語
と
そ
の
他
の
言
語
に
熟
達
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

幕
府
の
求
め
に
応
じ
て
、
使
節
に
同
行
し
て
帰
国
す
る
こ
と
と
な
っ
た（
８
）。

昭

武
と
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
、
こ
れ
以
降
も
交
際
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
と
な

る
。幕

府
使
節
は
、
一
八
六
七
年
二
月
一
五
日
に
横
浜
を
出
発
し
、
パ
リ
に
到

着
し
た
の
は
、
四
月
一
〇
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
昭
武
が
初
め
て
チ
ュ
イ
ル

リ
ー
宮
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
に
謁
見
し
た
の
は
、
パ
リ
に
到
着
し
て
間
も
な

い
四
月
二
八
日
で
あ
る
。
昭
武
の
日
記
に
よ
る
と
、
こ
の
謁
見
の
機
会
に
、

前
述
の
将
軍
慶
喜
の
国
書
を
皇
帝
に
献
上
し
て
い
る（

９
）。

ま
た
こ
れ
以
降
、
昭

武
は
、
皇
后
ウ
ジ
ェ
ニ
ー
と
皇
太
子
か
ら
も
招
待
を
受
け
る
な
ど
、
皇
帝
一

家
と
親
し
く
交
際
を
重
ね
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

昭
武
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
フ
ラ
ン
ス
人
の
教
育
係
の
選

考
か
ら
準
備
が
始
め
ら
れ
た
。
六
月
七
日
に
全
権
使
節
の
向
山
一
履
は
、
フ

ラ
ン
ス
外
務
省
宛
に
昭
武
の
教
育
係
の
選
考
を
要
請
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

陸
軍
大
臣
ニ
ー
ル
（A

dolphe N
iel, 1802-1869

）
の
推
薦
の
も
と
、
当
時

陸
軍
中
佐
で
あ
っ
た
レ
オ
ポ
ル
ド
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
が
教
育
係
に
任
じ
ら
れ
た
。

ヴ
ィ
レ
ッ
ト
は
妻
と
子
供
た
ち
と
と
も
に
、
パ
リ（
一
六
区
）
の
ペ
ル
ゴ
レ
ー
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ズ
通
り
に
構
え
た
昭
武
の
邸
宅
に
移
り
住
み
、
一
八
六
七
年
八
月
一
日
か
ら

一
八
六
八
年
一
〇
月
二
四
日
ま
で
、
昭
武
の
教
育
係
の
任
務
に
あ
た
っ
た
。

こ
の
出
会
い
が
、
生
涯
続
く
二
人
の
親
交
の
原
点
と
な
っ
た
。

た
だ
し
こ
の
留
学
生
活
は
、
本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
短
期
間
で

終
了
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
八
六
八
年
一
月
二
七
日
に
は
昭
武
の
も
と
に
大

政
奉
還
の
知
ら
せ
、
七
月
四
日
に
は
新
政
府
か
ら
の
帰
国
命
令
書
が
届
い
た（

（（
（

。

こ
う
し
て
翌
日
の
五
日
に
昭
武
は
留
学
を
中
断
し
て
帰
国
を
決
断
す
る
。
そ

れ
か
ら
出
航
ま
で
の
間
、
昭
武
は
、
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
と
と
も
に
フ
ラ
ン
ス
国
内

を
旅
行
し
、
旅
行
の
初
日
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語
で
日
記
を
付
け
て
い
る（

（（
（

。
こ
の

日
記
に
は
、
昭
武
一
行
が
、
パ
リ
か
ら
南
仏
ビ
ア
リ
ッ
ツ
へ
赴
き
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
三
世
の
離
宮
で
「
皇
帝
、
皇
后
、
皇
太
子
に
深
い
感
謝
の
辞
を
述
べ
た
」

こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
一
八
六
八
年
一
〇
月
一
九
日
、
マ
ル
セ
イ
ユ
出
航

日
に
、
昭
武
は
「
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
中
佐
に
心
か
ら
の
お
礼
と
お
別
れ
の
言
葉
を

述
べ
」、
帰
国
の
途
に
つ
い
た（

（（
（

。

（
２
）
第
二
次
フ
ラ
ン
ス
留
学
（
一
八
七
六
年
〜
一
八
八
一
年
）

帰
国
後
、
病
死
し
た
兄
慶
篤
（
一
八
三
二
〜
一
八
六
八
）
の
跡
を
継
い
で
、

昭
武
は
一
八
六
九
年
一
月
に
水
戸
第
一
一
代
藩
主
に
就
任
し
た
。
そ
の
後

一
八
六
九
年
の
版
籍
奉
還
に
よ
っ
て
政
府
か
ら
水
戸
藩
知
事
に
任
命
さ
れ
る

も
の
の
、
一
八
七
一
年
の
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
知
事
を
免
じ
ら
れ
た
。
以
降
、

昭
武
は
水
戸
徳
川
家
の
当
主
と
い
う
だ
け
の
身
分
と
な
る
。
た
だ
し
、

一
八
七
四
年
九
月
二
五
日
付
で
陸
軍
少
尉
と
な
り
、
陸
軍
兵
学
寮
戸
山
学
校

付
を
務
め
た
。
こ
こ
で
、
マ
ル
ク
リ
の
後
任
と
し
て
第
二
次
フ
ラ
ン
ス
軍
事

顧
問
団
の
団
長
を
務
め
た
ミ
ュ
ニ
エ
中
佐
（Charles Claude M

unier, 

1826-1891

）
を
は
じ
め
、
来
日
し
た
フ
ラ
ン
ス
将
校
た
ち
と
交
際
す
る
機

会
を
も
っ
た
よ
う
で
あ
る（

（（
（

。

一
八
七
六
年
二
月
二
三
日
、
昭
武
は
ア
メ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
る
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
万
博
の
御
用
掛
に
任
じ
ら
れ
、
横
浜
か
ら
出
帆
し
た（

（（
（

。
こ
れ
に

よ
っ
て
約
一
年
半
に
お
よ
ぶ
昭
武
の
戸
山
学
校
勤
務
は
終
わ
る
こ
と
に
な
る
。

写真2　第2次留学時の徳川昭武
　　　　（1876年、個人所蔵）
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昭
武
は
、
万
博
の
閉
会
（
同
年
一
一
月
）
ま
で
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
滞
在

し
た
。
そ
の
後
、
一
一
月
一
三
日
に
フ
ラ
ン
ス
渡
航
の
願
書
を
提
出
し
、

一
二
月
二
日
に
パ
リ
に
到
着
し
た
。
一
八
六
七
年
の
と
き
は
、
将
軍
名
代
と

し
て
公
的
な
立
場
で
の
渡
仏
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
一
私
人
と
し
て
の
渡
仏

で
あ
っ
た
。
昭
武
は
パ
リ
に
到
着
し
て
間
も
な
く
オ
ル
レ
ア
ン
を
訪
ね
、
約

一
〇
年
ぶ
り
に
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
と
再
会
し
た
。
ま
た
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
の
世
話
で
パ

リ
の
エ
コ
ー
ル
・
モ
ン
ジ
ュ
へ
の
入
学
手
続
き
を
と
り
、
同
校
に
一
八
七
八

年
か
ら
一
八
八
〇
年
七
月
ま
で
一
年
半
在
学
し
て
幾
何
学
等
を
勉
強
し
た（

（（
（

。

な
お
、
昭
武
の
第
二
次
留
学
が
開
始
さ
れ
て
約
一
年
後
、
一
八
七
九
年
三

月
に
甥
の
徳
川
篤
敬
（
一
八
五
五
〜
一
八
九
八
）
が
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
た
。

同
年
の
夏
に
、
昭
武
は
、
こ
の
篤
敬
と
と
も
に
、
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
中
央

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅
行
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
ベ
ル
リ
ン
訪
問
時
に
、
二
人
を

案
内
し
た
の
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
で
あ
っ
た
。

こ
の
と
き
昭
武
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
と
そ
の
家
族
に
会
い
、
ド
イ
ツ
滞
在

を
楽
し
ん
だ
よ
う
で
あ
る（

（（
（

。

以
上
の
他
、
第
二
次
留
学
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
留
学
に
比
べ
る
と
資
料

が
不
足
し
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
点
が
多
い
。
昭
武
は
、
第
二

次
留
学
時
も
日
記
を
残
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
は
簡
素
で
、
後
年
に

な
る
と
そ
の
記
録
は
数
行
に
し
か
満
た
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
の
日
記
に
は
、

前
述
の
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
に
加
え
、
昭
武
が
パ
リ
で
関
わ
っ
た
日
本
人
の
名
前
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
ま
ず
パ
リ
の
日
本
公
使
館
の
初
代
公
使
を
務
め
た
鮫
島

尚
信
（
一
八
四
四
〜
一
八
八
〇
）
を
は
じ
め
、
中
野
健
明
（
一
八
四
四
～
一
八
九
八
）、

前
田
正
名
（
一
八
五
〇
〜
一
九
二
一
）
と
い
っ
た
日
本
公
使
館
の
職
員
の
名
が

記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
武
と
同
様
に
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
た
前
述
の
徳

川
篤
敬
、
昭
武
の
弟
の
松
平
喜
徳
（
一
八
五
五
〜
一
八
九
一
）、
ロ
ン
ド
ン
に
留

学
し
た
徳
川
家
達
（
一
八
六
三
〜
一
九
四
〇
）
な
ど
、
徳
川
家
か
ら
の
留
学
生

の
名
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
他
に
も
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
で
の
日
本
人
留
学

生
の
総
代
を
務
め
た
入
江
文
郎
（
一
八
三
四
〜
一
八
七
八
）、
将
来
首
相
に
就
任

し
、
日
仏
の
政
治
・
外
交
に
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
る
西
園
寺
公
望

（
一
八
四
九
〜
一
九
四
〇
）
と
も
交
際
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
八
七
八
年
に

は
パ
リ
万
博
の
日
本
副
総
裁
と
し
て
来
仏
し
た
松
方
正
義
（
一
八
三
五
〜

一
九
二
四
）
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
昭
武
は
、
こ
れ
ら
の
日
本
人

た
ち
と
交
友
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
留
学
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
昭
武
の
日
記
に
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
稿
が
対
象
と
す
る

昭
武
宛
の
フ
ラ
ン
ス
語
書
簡
か
ら
、
第
二
次
留
学
時
に
、
フ
ラ
ン
ス
軍
事
顧

問
団
の
団
長
を
務
め
た
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
シ
ャ
ル
ル
・
マ
ル
ク
リ
、
法
学
者

ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
の
妻
ア
ン
リ
エ
ッ
ト
と
そ
の
子
供
た
ち
と
も
、
昭
武
は
親
し

く
つ
き
あ
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
章
で

後
述
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
八
八
一
年
五
月
、
昭
武
は
マ
ル
セ
イ
ユ
港
を
出
航
し
、
六
月
に
日
本
に
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帰
国
し
た
。
こ
う
し
て
約
四
年
半
の
長
期
に
お
よ
ぶ
第
二
次
留
学
は
幕
を
閉

じ
、
こ
れ
が
昭
武
に
と
っ
て
最
後
の
フ
ラ
ン
ス
滞
在
と
な
っ
た
。
な
お
、
昭

武
は
帰
国
し
て
間
も
な
く
一
八
八
一
年
一
二
月
五
日
に
麝
香
間
伺
候
（
明
治

天
皇
の
諮
問
機
関
）
に
任
じ
ら
れ
た
。
ま
た
一
八
八
三
年
五
月
に
甥
の
徳
川

篤
敬
に
水
戸
徳
川
家
の
家
督
を
譲
っ
て
隠
居
し
た
。

さ
て
、
日
本
に
帰
国
し
た
昭
武
は
ど
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
と
の
接
点
を
保

持
し
た
の
か
。
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
媒
介
と
な
っ
た
の
が
「
書
簡
」
で
あ

る
。
昭
武
宛
の
フ
ラ
ン
ス
語
書
簡
を
通
じ
て
、
明
治
期
の
日
仏
の
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
次
に
見
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

２　

徳
川
昭
武
宛
の
フ
ラ
ン
ス
語
書
簡
の
概
要

本
章
で
は
、
昭
武
宛
に
手
紙
を
送
っ
た
レ
オ
ポ
ル
ド
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
、

シ
ャ
ル
ル
・
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
マ
ル
ク
リ
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
家
、
ハ
イ
ン

リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
歴
と
、
昭
武

と
の
接
点
を
明
ら
か
に
し
、
書
簡
の
概
要
を
見
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

（
１
）
レ
オ
ポ
ル
ド
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ト

ヴ
ィ
レ
ッ
ト
の
経
歴
、
昭
武
と
の
接
点

レ
オ
ポ
ル
ド
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
は
、
一
八
二
二
年
二
月
二
三
日
に
、
フ
ラ
ン

ス
北
部
に
あ
る
エ
ヌ
県
の
ム
シ
ー
・
シ
ュ
ル
・
エ
ヌ（M

oussy-sur-A
isne

）

市
で
生
ま
れ
た（

（（
（

。
そ
の
父
親
は
直
接
税
徴
税
官
で
あ
り
、
エ
ヌ
県
ラ
ン
で
領

主
権
を
保
有
す
る
家
系
で
あ
っ
た（

（（
（

。
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
は
軍
人
と
し
て
の
道
を
歩

み
、
サ
ン
・
シ
ー
ル
士
官
学
校
、
さ
ら
に
成
績
優
秀
な
高
等
軍
人
の
み
が
入

学
を
許
さ
れ
る
参
謀
学
校
を
卒
業
し
、
少
尉
（
一
八
四
三
年
）、
中
尉

（
一
八
四
六
年
）、
大
尉
（
一
八
四
八
年
）
と
順
調
に
昇
進
を
遂
げ
た（

（（
（

。

ヴ
ィ
レ
ッ
ト
は
そ
の
後
も
一
八
五
九
年
に
は
騎
兵
大
隊
長
、
一
八
六
六
年

に
は
中
佐
に
昇
進
し
た
。
そ
し
て
こ
の
中
佐
に
任
命
さ
れ
た
翌
年
、

一
八
六
七
年
に
「
大
君
の
弟
君　

皇
弟
殿
下
」
す
な
わ
ち
徳
川
昭
武
の
教
育

係
に
任
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
は
一
八
六
四
年
か
ら
陸
軍
大
臣

ニ
ー
ル
の
幕
僚
を
務
め
て
お
り
、
そ
の
資
質
が
評
価
さ
れ
て
推
薦
に
至
っ
た

と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。
こ
れ
が
レ
オ
ポ
ル
ド
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
と
徳
川
昭
武
の
最
初

の
出
会
い
と
な
っ
た
。

ヴ
ィ
レ
ッ
ト
は
、
昭
武
が
翌
年
の
一
八
六
八
年
に
帰
国
の
途
に
つ
き
、
教

育
係
の
任
務
を
終
え
る
と
、
軍
務
に
復
帰
し
、
一
八
七
一
年
に
は
大
佐
に
任

じ
ら
れ
た
。
一
八
七
四
年
四
月
か
ら
は
第
五
軍
団
参
謀
本
部
長
と
し
て
オ
ル

レ
ア
ン
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
オ
ル
レ
ア
ン
駐
屯
時
に
、
昭
武
が
第
二

次
フ
ラ
ン
ス
留
学
を
果
た
し
、
二
人
は
再
会
し
た
。
な
お
、
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
の

軍
歴
に
は
、
第
二
次
留
学
期
間
に
、
昭
武
に
関
わ
る
任
務
の
記
録
は
無
い
。

前
述
の
と
お
り
、
昭
武
の
日
記
に
よ
る
と
、
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
は
「
エ
コ
ー
ル
・
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モ
ン
ジ
ュ
」
へ
の
入
学
手
続
き
を
と
っ
て
い
る
が
、
昭
武
に
直
接
の
勉
学
指

導
を
し
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
が
パ
リ
へ
行
く
際

に
昭
武
に
個
人
的
に
連
絡
を
取
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
一
八
七
八

年
一
二
月
三
一
日
付
の
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
の
書
簡
は
、
パ
リ
で
留
学
中
の
昭
武
宛

に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
が
パ
リ
へ
行
く
予
定
が
あ
る
旨
を

昭
武
に
伝
え
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
の
手
紙
が
、
確
認
さ
れ
る
一
通
目

の
書
簡
で
あ
る
。
そ
し
て
次
の
書
簡
は
一
八
八
一
年
一
一
月
一
日
付
の
も
の

で
あ
り
、
第
二
次
留
学
か
ら
日
本
に
帰
国
し
た
昭
武
宛
に
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
が

送
っ
た
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
こ
う
し
て
二
人
の
文
通
が
本
格
的
に
再
開
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
の
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
の
経
歴
を
確
認
す
る
と
、
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
は

一
八
八
三
年
に
師
団
長
に
昇
進
し
、
一
八
八
六
年
に
は
レ
ジ
ヨ
ン
・
ド
ヌ
ー

ル
二
等
勲
章
が
授
け
ら
れ
た
。
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
陸
軍
に
お
い
て
、
名
誉
職

で
あ
っ
た
マ
レ
シ
ャ
ル
を
除
け
ば
、
師
団
長
は
最
も
高
い
地
位
に
あ
り
、
レ

ジ
ヨ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル
二
等
勲
章
は
限
ら
れ
た
将
軍
に
の
み
授
け
ら
れ
る
栄
誉

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
八
八
七
年
二
月
、
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
は
六
五
歳
の
定
年
に

達
し
、
退
役
し
た
。
退
役
後
は
、
夫
人
と
と
も
に
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
に
定
住
し
、

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
陸
海
軍
退
役
将
官
兄
弟
会
に
入
っ
た
。
一
八
九
三
年
か
ら
は

そ
の
会
長
と
し
て
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
。
一
九
〇
七
年
一
月
一
二
日
、

ヴ
ィ
レ
ッ
ト
は
発
作
を
起
こ
し
、
八
四
年
の
人
生
の
幕
を
閉
じ
た
。
こ
の

ヴ
ィ
レ
ッ
ト
の
死
去
は
「
軍
人
の
鑑
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の
鑑
の
死
」
と
し
て

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の
地
元
紙
の
一
面
で
報
じ
ら
れ
た
。

ヴ
ィ
レ
ッ
ト
書
簡

ヴ
ィ
レ
ッ
ト
が
昭
武
に
宛
て
た
書
簡
は
、
前
述
の
と
お
り
、
昭
武
の
第
二

次
留
学
中
の
一
八
七
八
年
一
二
月
三
一
日
の
書
簡
か
ら
始
ま
り
、
ヴ
ィ
レ
ッ

ト
が
亡
く
な
る
前
年
の
一
九
〇
六
年
九
月
一
七
日
付
の
書
簡
ま
で
、
お
よ
そ

三
〇
年
に
わ
た
っ
た
。
そ
の
数
は
全
一
〇
五
通
に
お
よ
び
、
昭
武
宛
の
「
外

国
人
差
し
出
し
」
の
書
簡
と
し
て
は
最
も
分
量
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、

昭
武
も
逐
一
返
信
を
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
に
宛
て
て
送
っ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ

写真3　レオポルド・ヴィレット
　　　　（師団長、1885年頃、個人所蔵）
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る
も
の
の
、
現
在
確
認
さ
れ
る
書
簡
は
、
残
念
な
が
ら
、
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
の
訃

報
を
受
け
、
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
夫
人
に
宛
て
た
昭
武
の
お
悔
や
み
状
の
み
で
あ
る（

（（
（

。

ヴ
ィ
レ
ッ
ト
書
簡
の
話
題
は
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
全
体
を
通
じ

て
特
徴
的
な
主
題
は
、
第
一
に
、
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
自
身
の
家
族
に
関
す
る
頻
繁

な
言
及
、
昭
武
と
そ
の
家
族
全
体
へ
向
け
ら
れ
た
深
い
愛
情
で
あ
る
。
ヴ
ィ

レ
ッ
ト
は
、
現
役
時
代
は
そ
れ
ぞ
れ
の
派
遣
先
か
ら
書
簡
を
送
り
、
自
ら
の

軍
務
に
つ
い
て
必
ず
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
軍
人
と
し
て
の
道
を
進
ん
だ
息

子
マ
ッ
ク
ス
・
ア
ン
ド
レ
に
つ
い
て
も
、
逐
一
報
告
し
た
。
他
方
、
昭
武
自

身
も
家
族
に
つ
い
て
、
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
に
報
告
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
書
簡
で
は
、
昭
武
の
結
婚
、
妻
盛
子
（
一
八
六
二
〜

一
八
八
三
）
の
死
、
娘
昭
子
（
一
八
八
三
〜
一
九
七
六
）、
甥
の
徳
川
篤
敬
、
ま
た

兄
で
最
後
の
将
軍
で
あ
っ
た
徳
川
慶
喜
と
の
兄
弟
間
の
交
流
な
ど
、
明
治
期

の
水
戸
徳
川
家
の
動
向
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
書
簡
か
ら
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
一
八
六
七
年
の
遣

欧
使
節
に
か
か
わ
る
日
本
側
の
記
録
と
は
全
く
異
な
る
人
物
像
で
あ
る
。
た

と
え
ば
一
八
六
七
年
パ
リ
万
博
に
随
行
し
た
渋
沢
栄
一
の
談
話
に
よ
る
と
、

ヴ
ィ
レ
ッ
ト
は
「
名
誉
あ
る
し
か
も
短
気
な
人
で
、
我
が
言
は
天
下
の
至
言

と
云
う
様
な
顔
し
て
ナ
ポ
レ
ヲ
ン
を
か
さ
に
着
て
、
さ
す
が
民
部
様
へ
失
礼

は
な
か
っ
た
も
の
の
、
御
附
き
人
の
私
た
ち
は
頤
で
使
ひ
廻
し
て
、
わ
る
く

云
え
ば
奴
隷
あ
つ
か
い
だ
か
ら
、
常
々
小
面
憎
く
っ
て
な
ら
な
か
っ
た
」
と

あ
る（

（（
（

。
ま
た
同
じ
く
随
行
し
、
昭
武
傅
役
を
務
め
た
山
高
信
離
と
は
「
極
不

和
に
て
日
々
議
論
不
絶
、
所
謂
始
終
い
ぢ
り
合
又
は
愚
弄
致
候
」
と
さ
ま
ざ

ま
な
軋
轢
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
そ
う
し
た
な
か
で
「
公
子
も
コ
ロ
ネ
ル
を

御
疎
略
被
為
在
候
」
と
、
昭
武
自
身
も
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
と
距
離
を
置
く
よ
う
に

な
っ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
本
書
簡
を

通
じ
て
浮
か
び
上
が
る
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
像
は
、
昭
武
に
対
す
る
親
愛
の
情
に
あ

ふ
れ
た
姿
で
あ
り
、

ま
た
両
者
が
互
い
に

一
八
六
七
年
以
来
、

親
交
関
係
を
築
い
て

い
た
様
子
が
う
か
が

え
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
一
九
世

紀
末
か
ら
二
〇
世
紀

初
頭
に
か
け
て
の
両

国
の
主
要
な
出
来
事

は
ほ
と
ん
ど
全
て
書

簡
の
な
か
で
話
題
と

な
っ
て
い
る
。
フ
ラ

ン
ス
に
お
い
て
は
、

ヴィレット書簡（1878年12月31日付、松戸市戸定歴史館所蔵）
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清
仏
戦
争
、
ド
レ
フ
ュ
ス
事
件
、
露
仏
同
盟
、
日
本
に
お
い
て
は
帝
国
憲
法

発
布
、
帝
国
議
会
、
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
な
ど
、
他
の
国
際
情
勢
も
含
め

て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
軍
事
顧
問
団
の
軍
人
た
ち
と
面

識
を
持
っ
た
際
に
は
昭
武
に
報
告
し
、
そ
れ
ら
の
軍
人
の
動
向
を
伝
え
て
い

る
。第

三
に
、
こ
れ
ら
の
書
簡
は
パ
リ
万
博
を
通
じ
た
日
仏
間
の
人
々
の
交
流

状
況
も
証
言
し
て
い
る
。
一
九
〇
〇
年
パ
リ
万
博
を
き
っ
か
け
に
、
ヴ
ィ

レ
ッ
ト
は
平
山
成
信
（
一
八
五
四
〜
一
九
二
九
（
（（
（

）
と
交
際
を
始
め
、
一
九
〇
二

年
に
は
渋
沢
栄
一
が
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
を
一
八
六
七
年
以
来
、
三
五
年
ぶ
り
に
再

訪
問
し
た
。
こ
の
よ
う
に
昭
武
と
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
の
二
者
間
に
限
ら
ず
、
さ
ま

ざ
ま
な
交
流
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
平
山
成
信
は
一
八
七
八
年
・
一
九
〇
〇

年
パ
リ
万
博
に
事
務
官
と
し
て
携
わ
っ
て
い
た
が
、
一
九
〇
〇
年
パ
リ
万
博

の
際
に
は
、
昭
武
か
ら
預
か
っ
た
娘
昭
子
の
手
作
り
の
品
を
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
に

渡
し
、
そ
の
後
も
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
の
家
を
訪
問
し
て
交
際
を
重
ね
た（

（（
（

。
ま
た
渋

沢
栄
一
の
一
九
〇
二
年
の
欧
米
旅
行
で
は
、
渋
沢
が
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
に
住
む

ヴ
ィ
レ
ッ
ト
宅
を
訪
ね
て
い
る
が
、
こ
の
両
者
の
再
会
の
機
縁
と
な
っ
た
の

は
昭
武
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
訪
問
に
つ
い
て
は
、

渋
沢
の
『
欧
米
紀
行
』
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
訪
問
を
受
け
た
ヴ
ィ
レ
ッ

ト
は
「
共
に
過
ご
し
た
あ
ま
り
に
短
い
日
々
の
こ
と
を
お
話
し
、
ど
れ
ほ
ど

嬉
し
く
感
じ
た
こ
と
か
、
い
く
ら
申
し
上
げ
て
も
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
！
」

と
喜
び
を
表
し
て
い
る（

（（
（

。
渋
沢
は
昭
武
か
ら
預
か
っ
た
「
お
手
紙
、
美
し
い

お
茶
の
入
っ
た
小
箱
、
磁
器
で
出
来
た
素
晴
ら
し
い
お
皿
」
を
ヴ
ィ
レ
ッ
ト

に
渡
し
た
こ
と
も
書
簡
か
ら
新
た
に
確
認
さ
れ
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
に
両
者
の
間

に
は
平
山
や
渋
沢
と
い
っ
た
周
り
の
友
人
た
ち
を
含
め
た
交
流
が
行
わ
れ
、

日
仏
間
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
具
体
的
な
様
相
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

（
２
）
シ
ャ
ル
ル
・
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
マ
ル
ク
リ

マ
ル
ク
リ
の
経
歴

シ
ャ
ル
ル
・
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
マ
ル
ク
リ
（Charles A

ntoine 

M
arquerie, 1824-1894

）
は
、
明
治
政
府
の
要
請
を
受
け
て
、
一
八
七
二

年
三
月
に
第
二
次
フ
ラ
ン
ス
軍
事
顧
問
団
の
団
長
と
し
て
来
日
し
、
日
本
の

近
代
陸
軍
の
創
設
に
尽
力
し
た
フ
ラ
ン
ス
軍
人
で
あ
る
。
し
か
し
落
馬
か
ら

重
傷
を
負
い
、
契
約
半
ば
の
一
八
七
三
年
一
二
月
に
団
長
職
を
辞
し
、
わ
ず

か
一
年
半
あ
ま
り
の
日
本
滞
在
で
フ
ラ
ン
ス
に
帰
国
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ

う
し
た
理
由
か
ら
、
日
本
陸
軍
の
創
設
史
や
日
仏
交
流
史
の
研
究
に
お
い
て
、

そ
の
名
が
必
ず
挙
げ
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
後
継
と
な
っ
た
ミ
ュ
ニ
エ
中
佐

を
中
心
と
す
る
軍
事
顧
問
団
の
功
績
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
マ
ル
ク
リ
自
身

の
経
歴
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た（

（（
（

。
以
下
に
そ

の
経
歴
と
昭
武
と
の
接
点
を
見
て
い
こ
う
。
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シ
ャ
ル
ル
・
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
マ
ル
ク
リ
は
、
一
八
二
四
年
一
月
二
六
日

に
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
（
第
四
区
）
で
生
ま
れ
た
。
マ
ル
ク
リ
は
、
ヴ
ィ
レ
ッ

ト
と
同
様
に
高
等
軍
人
と
し
て
の
道
を
歩
み
、
サ
ン
・
シ
ー
ル
士
官
学
校
、

参
謀
学
校
を
卒
業
し
、
少
尉
（
一
八
四
六
年
）、
中
尉
（
一
八
四
八
年
）、
大

尉
（
一
八
五
二
年
）
と
順
調
に
昇
進
を
遂
げ
て
い
く
。
ま
た
一
八
六
九
年

一
〇
月
か
ら
、
参
謀
学
校
の
教
師
と
し
て
、
優
秀
な
将
官
の
養
成
に
携
わ
っ

た
。
こ
の
参
謀
学
校
で
の
教
育
経
験
は
、
一
八
七
二
年
に
第
二
次
軍
事
顧
問

団
の
団
長
に
抜
擢
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
の
近
代
陸
軍
の
創
設
に
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
来
日
し
た
フ

ラ
ン
ス
軍
事
顧
問
団
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た（

（（
（

。
第
一
次
軍
事
顧
問
団
は
、

幕
府
の
依
頼
に
よ
っ
て
シ
ャ
ル
ル
・
シ
ュ
ル
ピ
ス
・
ジ
ュ
ー
ル
・
シ
ャ
ノ

ワ
ー
ヌ
（Charles Sulpice Jules Chanoine 1835-1915

）
を
団
長
に
、

幕
末
の
一
八
六
七
年
一
月
に
来
日
し
た
。
第
一
次
軍
事
顧
問
団
は
、
幕
府
が

設
置
し
た
三
兵
士
官
学
校
（
歩
兵
・
騎
兵
・
砲
兵
）
に
お
け
る
教
育
を
担
っ

た
。幕

府
に
よ
る
軍
事
体
制
の
近
代
化
と
増
強
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
軍
事

的
集
権
化
を
目
指
す
明
治
の
新
政
府
に
と
っ
て
も
や
は
り
重
大
な
懸
案
で

あ
っ
た
。
一
八
七
〇
年
一
〇
月
、
明
治
政
府
は
「
陸
軍
は
フ
ラ
ン
ス
式
、
海

軍
は
イ
ギ
リ
ス
式
」
と
布
告
し
、
幕
府
の
と
き
と
同
様
に
、
陸
軍
は
フ
ラ
ン

ス
式
兵
制
で
統
制
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
明
治
政
府

は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
と
の
交
渉
を
開
始
す
る
が
、
第
二
次
軍
事
顧
問
団
が
日

本
に
到
着
す
る
の
は
普
仏
戦
争
の
敗
戦
処
理
が
一
段
落
し
た
一
八
七
二
年
五

月
で
あ
っ
た
。

一
八
七
二
年
五
月
に
、
マ
ル
ク
リ
を
は
じ
め
、
第
二
次
軍
事
顧
問
団
一
六

名
が
横
浜
に
到
着
し
た
。
ま
た
同
年
一
〇
月
に
は
、
教
師
首
長
と
し
て
マ
ル

ク
リ
は
、
明
治
天
皇
の
謁
見
を
受
け
て
い
る
。
マ
ル
ク
リ
は
こ
の
謁
見
に
お

い
て
明
治
天
皇
に

「
教
師
一
同
軍
制

及
び
教
練
等
に
身

力
を
致
さ
ん
こ
と

を
奉
答
」
し
た（

（（
（

。

以
降
、
マ
ル
ク
リ

は
日
本
の
陸
軍
体

制
の
整
備
を
次
々

に
進
め
て
い
く
こ

と
と
な
る
。
翌

一
八
七
三
年
に
フ

ラ
ン
ス
軍
事
視
察

官
が
ま
と
め
た
マ

ル
ク
リ
に
対
す
る

図版　明治天皇に謁見するマルクリ中佐
　　　（Le Monde illustré, le 1er février 1873）
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評
価
レ
ポ
ー
ト
を
見
る
と
、
マ
ル
ク
リ
が
果
た
し
た
役
割
と
し
て
「
士
官
学

校
で
の
教
育
、
砲
兵
工
廠
、
工
兵
工
廠
の
設
置
、
徴
兵
の
発
令
、
沿
岸
警
備

の
立
案
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
こ
れ
ら
は
、「
フ
ラ
ン
ス
軍
事
顧
問
団
は

今
日
、
我
々
の
政
府
〔
フ
ラ
ン
ス
〕
が
日
本
お
よ
び
ア
ジ
ア
に
お
よ
ぼ
し
得

る
最
も
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
評
価
を
得
る
よ
う
な
高

い
功
績
で
あ
っ
た（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
高
い
実
績
を
積
み
重
ね
た
矢
先
の
一
八
七
三
年
一
一
月
に
、

マ
ル
ク
リ
は
馬
か
ら
落
ち
て
腸
を
傷
め
、
フ
ラ
ン
ス
に
帰
国
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
。
日
本
か
ら
帰
国
し
た
マ
ル
ク
リ
は
、
一
八
七
四
年
六
月
に
軍
務
に
一

度
復
帰
す
る
も
の
の
、
そ
の
三
ヶ
月
後
の
一
八
七
四
年
九
月
に
は
退
役
す
る

結
果
と
な
っ
た（

（（
（

。

こ
う
し
て
マ
ル
ク
リ
は
五
一
歳
の
若
さ
で
軍
人
と
し
て
の
現
役
生
活
に
ピ

リ
オ
ド
を
打
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
マ
ル
ク
リ
に
と
っ
て
、
第
二
次
軍
事
顧
問

団
の
団
長
と
し
て
の
任
務
が
、
現
役
最
後
の
栄
誉
あ
る
功
績
と
し
て
位
置
づ

け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
日
本
陸
軍
省
の
外
国
人
叙
勲
者
と
し

て
は
、
マ
ル
ク
リ
が
最
も
早
く
叙
勲
を
受
け
、
一
八
七
七
年
に
勲
三
等
旭
日

中
綬
章
の
叙
勲
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
さ
ら
に
マ
ル
ク
リ
の
死
後
一
〇
年
以

上
経
っ
た
一
九
一
〇
年
に
は
勲
二
等
瑞
宝
章
を
叙
勲
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
、
マ
ル
ク
リ
が
日
本
陸
軍
の
創
設
と
近
代
化
に
果
た
し
た
功
績
を
、
明
治

政
府
も
高
く
評
価
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

昭
武
と
の
接
点

退
役
後
の
マ
ル
ク
リ
は
、
明
治
政
府
に
よ
る
叙
勲
と
そ
の
記
録
を
除
い
て
、

日
仏
の
い
ず
れ
の
公
的
資
料
か
ら
も
姿
を
消
す
。
し
か
し
本
稿
の
冒
頭
で
触

れ
た
よ
う
に
、
徳
川
昭
武
宛
の
マ
ル
ク
リ
の
書
簡
か
ら
、
マ
ル
ク
リ
が
退
役

後
も
日
本
と
の
関
係
を
持
続
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
こ
に
私
的

書
簡
の
意
義
の
ひ
と
つ
が
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

マ
ル
ク
リ
は
、
昭
武
と
ど
の
よ
う
な
機
会
に
出
会
い
、
い
か
な
る
内
容
の

書
簡
が
両
者
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
昭
武
は
、
上
述
し
た
よ

う
に
一
八
七
四
年
九
月
に
陸
軍
少
尉
と
な
り
、
陸
軍
兵
学
寮
戸
山
学
校
付
を

務
め
た
。
こ
の
と
き
に
昭
武
は
、
第
二
次
軍
事
顧
問
団
と
し
て
来
日
し
た
フ

ラ
ン
ス
将
校
た
ち
と
交
際
す
る
機
会
を
も
っ
た
。
た
だ
し
マ
ル
ク
リ
は
前
述

の
と
お
り
一
八
七
三
年
一
二
月
に
は
軍
事
顧
問
団
の
団
長
を
辞
し
て
い
た
た

め
、
両
者
が
日
本
で
出
会
っ
た
可
能
性
は
低
い
。
マ
ル
ク
リ
の
書
簡
に
お
い

て
も
、
こ
の
点
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
他
方
、
一
八
八
二
年
一
月
一
日
付

の
書
簡
で
マ
ル
ク
リ
は
「
貴
殿
〔
昭
武
〕
が
朝
か
ら
晩
ま
で
粘
り
強
く
勉
学

に
励
ま
れ
た
こ
と
」
を
思
い
起
こ
し
て
い
る
が
、
こ
の
記
述
か
ら
昭
武
と
マ

ル
ク
リ
の
出
会
い
は
、
昭
武
の
第
二
次
留
学
を
起
点
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た

と
推
測
さ
れ
る（

（（
（

。
す
な
わ
ち
第
二
次
留
学
時
に
、
昭
武
に
直
接
の
勉
学
を
指

導
し
た
の
は
、
マ
ル
ク
リ
だ
っ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
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マ
ル
ク
リ
の
書
簡

次
に
マ
ル
ク
リ
書
簡
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。
書
簡

の
主
要
な
テ
ー
マ
は
、
ま
ず
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
日
本
の
政
治
・
軍
事
情
勢
で

あ
る
。
マ
ル
ク
リ
は
、
第
一
通
目
の
一
八
八
一
年
五
月
二
〇
日
付
の
書
簡
か

ら
、
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
チ
ュ
ニ
ジ
ア
侵
攻
に
つ
い
て
言
及
し
、
日
本
に
つ
い

て
も
清
と
の
関
係
の
険
悪
化
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
こ
の
後
の
書
簡
に
お

い
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
情
勢
で
は
ガ
ン
ベ
ッ
タ
内
閣
の
成
立
か
ら
崩
壊
に

い
た
る
過
程
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
チ
ュ
ニ
ジ
ア
お
よ
び
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

の
植
民
地
化
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
一
方
、
日
本
の
情
勢
に
つ
い
て
は
、

日
清
関
係
の
み
な
ら
ず
、
一
八
九
〇
年
の
帝
国
議
会
の
開
催
等
に
つ
い
て
触

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
単
な
る
書
簡
上
の
話
題
と
い
う
よ
り
も
、
マ
ル
ク
リ

が
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
情
勢
を
ま
と
め
、
報
告
す
る
よ
う
昭
武

か
ら
依
頼
を
受
け
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
際
、
マ
ル

ク
リ
は
『
ル
・
タ
ン
（Le T

em
ps

）』
紙
を
は
じ
め
、
フ
ラ
ン
ス
の
新
聞
を

昭
武
に
定
期
的
に
送
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
を
伝
え
て
い
た
。
ま
た
マ
ル

ク
リ
は
日
本
の
情
勢
に
対
し
て
も
、
積
極
的
に
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
た
と

え
ば
険
悪
化
す
る
日
清
関
係
に
つ
い
て
は
憂
慮
し
、
む
し
ろ
両
国
が
協
力
し

て
ロ
シ
ア
に
立
ち
向
か
う
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
一
八
九
〇
年

の
帝
国
議
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
時
期
尚
早
と
み
な
し
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
議
会
制
度
を
慎
重
に
導
入
す
べ
き
で
あ
る
と
言
及
し
て
い
る
。

し
か
し
マ
ル
ク
リ
書
簡
に
お
い
て
最
も
注
目
す
べ
き
点
は
、
パ
リ
の
日
本

公
使
館
の
動
静
が
頻
繁
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
マ
ル
ク
リ
書
簡

か
ら
は
、
マ
ル
ク
リ
が
昭
武
の
み
な
ら
ず
、
甥
の
篤
敬
の
勉
学
を
指
導
し
て

い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
が
、
マ
ル
ク
リ
は
こ
の
篤
敬
と
と
も
に
た
び
た
び

パ
リ
の
日
本
公
使
館
を
訪
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
日
本
公
使
館
の
日

本
人
の
名
も
頻
繁
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
鮫
島
尚
信
の
後
任
と
な
っ
た
井
田

譲
（
一
八
三
八
〜
一
八
八
九
）
を
は
じ
め
、
平
山
成
信
と
い
っ
た
公
使
館
の
人
々

の
名
前
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
八
八
一
年
一
二
月
一
日
付
の
書
簡

で
は
、
第
一
次
フ
ラ
ン
ス
軍
事
顧
問
団
の
団
長
シ
ャ
ノ
ワ
ー
ヌ
、
ブ
リ
ュ
ネ
、

マルクリ書簡
（1881年5 月20日付、松戸市戸定歴史館所蔵）
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ジ
ュ
ル
ダ
ン
、
第
二
次
軍
事
顧
問
団
で
マ
ル
ク
リ
の
後
任
と
な
っ
た
ミ
ュ
ニ

エ
ら
と
と
も
に
、
マ
ル
ク
リ
が
日
本
公
使
館
の
招
待
を
受
け
て
集
っ
て
い
た

こ
と
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
パ
リ
の
日
本
公

使
館
を
中
心
に
、
軍
事
顧
問
団
と
し
て
来
日
経
験
を
持
つ
軍
人
た
ち
は
、
フ

ラ
ン
ス
に
帰
国
し
た
後
も
日
本
と
の
交
流
を
継
続
し
て
い
た
こ
と
が
マ
ル
ク

リ
と
の
書
簡
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

（
３
）
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
家

ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
家
の
経
歴

フ
ラ
ン
ス
の
法
学
者
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
一
八
七
三
年

に
明
治
政
府
か
ら
招
聘
さ
れ
、
司
法
省
法
学
校
で
教
授
し
た
。
一
八
八
九
年

の
一
時
帰
国
を
除
き
、
一
八
九
五
年
ま
で
約
二
二
年
間
に
わ
た
っ
て
日
本
に

滞
在
し
、
治
罪
法
・
刑
法
案
、
民
法
案
の
起
草
な
ど
に
携
わ
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
が
日
本
の
法
律
整
備
に
果
た
し
た
功
績
は
、
こ
れ
ま
で

数
多
く
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
他
方
で
そ
の
家
族
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
論

じ
ら
れ
て
い
な
い（

（（
（

。
あ
る
い
は
論
じ
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
誤
解
が
あ
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
大
久
保
は
、「
結
婚
生
活
は
、
ジ
ュ
リ
イ

の
性
格
が
派
手
で
あ
っ
た
た
め
か
う
ま
く
ゆ
か
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
も
あ
っ
て
か
、
ボ
ア
ソ
ナ
ア
ド
が
日
本
に
招
聘
さ
れ
た
時
も
、
夫

人
は
パ
リ
に
留
ま
り
動
か
な
か
っ
た
。
彼
と
と
も
に
来
朝
し
て
身
の
回
り
の

世
話
一
切
を
取
り
し
き
り
、
主
婦
的
役
割
を
果
た
し
た
の
は
娘
の
ル
イ
ズ
・

ア
ン
リ
エ
ッ
ト
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
、
昭
武
宛
の
ボ
ワ
ソ

ナ
ー
ド
家
の
書
簡
を
通
じ
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
夫
人
が
パ
リ
の

日
本
公
使
館
の
日
本
人
と
面
識
を
持
ち
、
昭
武
と
は
家
族
ぐ
る
み
で
交
際
し

て
い
た
こ
と
、
ま
た
夫
人
は
少
な
く
と
も
一
度
は
来
日
（
一
八
八
二
年
一
一

月
）
し
て
お
り
、
そ
の
時
に
娘
ル
イ
ズ
を
同
行
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
「
体
調
不
良
の
た
め
」、
夫
人
は
、
娘
に
日
本
で
の
夫
の
世
話
を
委
ね
て

帰
国
し
た
。
昭
武
宛
の
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
家
の
書
簡
か
ら
、
昭
武
と
ボ
ワ
ソ

ナ
ー
ド
家
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
し
て
出
会
っ
た
の
か
を
も
う
少
し
細
か
く

考
察
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
家
の
書
簡

ま
ず
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
の
書
簡
は
、
計
三
通
確
認
さ
れ
て

い
る（

（（
（

。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
短
い
文
面
で
は
あ
る
が
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
と

昭
武
が
互
い
の
家
を
行
き
来
す
る
な
ど
し
て
交
友
関
係
を
深
め
て
い
た
こ
と

を
証
言
し
て
い
る
。
第
一
通
目
は
、
一
八
八
一
年
八
月
七
日
付
で
、
ボ
ワ
ソ

ナ
ー
ド
は
「
平
山
様
か
ら
、
貴
殿
〔
昭
武
〕
が
拙
宅
を
一
〇
日
の
水
曜
日
に

訪
問
し
、
内
輪
で
の
昼
食
会
に
参
加
し
て
下
さ
る
こ
と
を
伺
い
、
嬉
し
く
存

じ
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
は
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
が
昭
武

を
昼
食
に
招
待
し
、
こ
れ
が
両
者
の
最
初
の
出
会
い
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
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る
。
こ
れ
に
対
し
て
昭
武
も
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
を
自
邸
に
招
い
て
い
る
。
第

二
通
目
は
、
一
八
八
二
年
四
月
二
〇
日
付
の
も
の
で
あ
り
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド

が
、
昭
武
か
ら
招
待
を
受
け
た
昼
食
会
に
出
席
す
る
旨
を
伝
え
た
も
の
で
あ

る
。
三
通
目
は
、
一
八
八
二
年
四
月
二
六
日
付
の
書
簡
で
あ
り
、
二
通
目
で

招
待
を
受
け
た
昼
食
会
へ
の
礼
状
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
こ
の
第
一
通
目
の
文
面
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
昭
武
と
ボ
ワ

ソ
ナ
ー
ド
を
仲
介
し
た
の
は
平
山
成
信
で
あ
っ
た
。
こ
の
書
簡
で
は
文
面
上
、

平
山
の
名
し
か
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
さ
ら
に
も
う
ひ
と
り
、
ボ
ワ
ソ

ナ
ー
ド
夫
人
が
重
要
な
接
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。
ボ
ワ

ソ
ナ
ー
ド
夫
人
の
第
一
通
目
は
、
一
八
八
一
年
六
月
二
四
日
付
の
書
簡
で
あ

る
。
こ
れ
は
第
二
次
留
学
か
ら
帰
国
す
る
昭
武
に
宛
て
た
書
簡
で
あ
っ
た
。

こ
の
書
簡
に
は
、
最
初
か
ら
平
山
成
信
の
名
前
が
出
て
き
て
お
り
、
ヴ
ィ

レ
ッ
ト
や
マ
ル
ク
リ
と
同
様
に
、
昭
武
の
日
仏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
に
ボ

ワ
ソ
ナ
ー
ド
家
も
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
同
書
簡
で
、
夫
人
は「
私

ど
も
は
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
楽
し
い
日
々
を
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。

（
中
略
）
子
供
た
ち
も
、
親
愛
な
る
貴
殿
へ
よ
ろ
し
く
と
申
し
て
お
り
、
心

か
ら
の
友
情
を
送
り
ま
す（

（（
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
よ
う

に
昭
武
は
第
二
次
留
学
時
に
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
夫
人
と
面
識
を
持
ち
、
既
に
家

族
ぐ
る
み
の
交
際
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
上
述
の
二
人
の
子
供
と
は
、
娘

ル
イ
ズ
・
ア
ン
リ
エ
ッ
ト
と
、
息
子
ポ
ー
ル
・
ル
イ
・
ア
ン
リ
（Paul 

Louis H
enri, 1853-1920

）
で
あ
る
。
ま
た
、「
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
の
邸
宅
を

ご
称
賛
く
だ
さ
い
ま
す
が
、
夫
が
私
た
ち
に
日
本
に
合
流
す
る
よ
う
勧
め
て

い
る
こ
と
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
。
た
だ
そ
の
決
断
に
は
大
変
な
困
難
が
伴
い

ま
す
。
私
は
そ
れ
ほ
ど
丈
夫
で
は
な
く
、
女
性
だ
け
で
の
長
旅
は
恐
ろ
し
く

思
え
ま
す
。
ま
た
ア
ン
リ
は
、
こ
こ
〔
パ
リ
〕
に
一
人
で
残
る
に
は
良
好
な

健
康
状
態
に
あ
り
ま
せ
ん（

（（
（

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
ギ
ュ
ス

タ
ー
ヴ
・
ボ
ワ

ソ
ナ
ー
ド
の
単

身
赴
任
の
理
由

も
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
。

つ
ま
り
ボ
ワ
ソ

ナ
ー
ド
の
家
族

が
日
本
行
き
を

見
送
っ
て
い
た

の
は
、
ボ
ワ
ソ

ナ
ー
ド
夫
人
と

息
子
ア
ン
リ
の

健
康
が
優
れ
な

い
こ
と
が
主
な

ギュスターヴ・ボワソナード書簡
（1882年4月26日付、松戸市戸定歴史館所蔵）
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理
由
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
夫
人
は
、
昭
武
に
日
本
に
い
る
夫
と
面
識
を
持
つ

よ
う
強
く
勧
め
て
い
る
。「
私
た
ち
と
同
様
に
、
夫
と
お
つ
き
あ
い
く
だ
さ

れ
ば
大
変
嬉
し
く
存
じ
ま
す
。
夫
は
、
貴
殿
と
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
大
変
喜
ぶ
で
し
ょ
う
し
、
夫
は
私
た
ち
が
と
て
も
良
い
お
つ
き
あ
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
知
っ
て
お
り
ま
す
。
夫
に
と
っ
て
、
祖
国
と
そ

の
家
族
に
つ
い
て
話
す
機
会
と
な
り
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
夫

は
、
私
た
ち
と
同
じ
く
、
貴
殿
が
夫
を
訪
問
し
、
友
人
の
な
か
に
入
れ
て
く

だ
さ
っ
た
な
ら
大
変
光
栄
に
思
う
こ
と
で
し
ょ
う（

（（
（

」。
昭
武
と
ギ
ュ
ス
タ
ー

ヴ
・
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
が
交
友
関
係
を
築
い
て
い
っ
た
こ
と
は
、
前
述
の
と
お

り
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
夫
人
の
意
向
も
働
い
て
い
た
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
二
人
の
関
係
に
つ
い
て
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、
彼

ら
が
、
一
八
八
六
年
五
月
に
東
京
で
創
立
さ
れ
た
「
仏
学
会
」
の
名
誉
会
員

と
し
て
、
継
続
的
に
交
際
関
係
を
保
持
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
仏
学

会
の
創
立
を
計
画
し
た
主
要
メ
ン
バ
ー
に
は
、
平
山
成
信
と
、
司
法
省
の
栗

塚
省
吾
（
一
八
五
三
〜
一
九
二
〇
（
（（
（

）
の
名
前
が
見
え
る（

（（
（

。
そ
し
て
興
味
深
い
こ

と
に
、
平
山
と
栗
塚
は
い
ず
れ
も
一
八
七
〇
年
代
・
八
〇
年
代
に
パ
リ
に
滞

在
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
時
代
、
両
者
と
も
に
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
夫
人
と
面

識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
、
夫
人
の
書
簡
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

父
と
と
も
に
東
京
に
残
っ
た
娘
ル
イ
ズ
の
書
簡
は
、
一
通
確
認
さ
れ
て
お

り
、
一
八
八
四
年
一
〇
月
三
日
付
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
で
ル
イ
ズ
は
、

母
の
ア
ン
リ
エ
ッ
ト
か
ら
預
か
っ
た
昭
武
宛
の
手
紙
を
同
封
し
た
旨
を
記
し

て
い
る
。
ま
た
昭
武
と
篤
敬
か
ら
届
い
た
葉
書
に
対
す
る
返
礼
を
記
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
娘
の
ル
イ
ズ
は
東
京
で
、
昭
武
や
篤
敬
と
の
交
際
を
継
続

し
、
父
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
の
仕
事
を
支
え
た
の
で
あ
る
。

（
４
）
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
経
歴

昭
武
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
の
出
会
い
は
、
兄
ア
レ

ク
サ
ン
ダ
ー
が
接
点
と
な
っ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
昭
武

と
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
の
出
会
い
は
、
一
八
六
七
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
昭

武
一
行
の
横
浜
か
ら
パ
リ
ま
で
の
道
中
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
巡
歴
の

際
も
、
通
訳
と
し
て
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
同
行
し
て
い
た
。
一
八
六
七
年

一
二
月
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
巡
歴
を
終
え
る
と
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
一

行
の
も
と
を
去
っ
て
い
る
。
た
だ
し
翌
一
八
六
八
年
一
月
一
七
日
付
で
、
ア

レ
ク
サ
ン
ダ
ー
宛
に
昭
武
が
送
っ
た
手
紙
が
シ
ー
ボ
ル
ト
家
の
所
蔵
資
料
の

な
か
に
確
認
で
き
る
。
こ
こ
で
昭
武
は
、「
私
の
も
と
を
去
っ
て
か
ら
、
ど

の
よ
う
に
お
過
ご
し
で
す
か
。
私
の
写
真
を
お
送
り
し
ま
す
。
そ
の
写
真
で
、

リ
オ
ン
〔
昭
武
が
パ
リ
で
飼
っ
た
犬
の
名
前
〕
が
元
気
で
い
る
こ
と
が
お
分
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か
り
に
な
る
で
し
ょ
う（

（（
（

」
と
述
べ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
八
六
八
年
以
降

も
、
昭
武
と
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
の
間
で

は
何
ら
か
の
交
流
が
継
続
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

一
八
六
九
年
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
、

弟
の
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
を
と
も
な
っ
て
再

び
来
日
し
た
。
そ
の
際
に
ア
レ
ク
サ
ン

ダ
ー
を
通
じ
て
、
昭
武
は
ハ
イ
ン
リ
ッ

ヒ
と
出
会
い
、
こ
の
弟
と
の
交
際
が
始

ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。
ほ
ぼ
同
年
齢

の
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
と
昭
武
は
、
互
い
の

家
を
頻
繁
に
行
き
来
す
る
な
ど
、
親
し

く
交
際
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な

お
、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
、
一
八
六
九
年

の
来
日
後
、
駐
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
公
使
館
に
外
交
官
と

し
て
勤
務
す
る
こ
と
と
な
る
。

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
書
簡

徳
川
昭
武
に
宛
て
た
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
の
書
簡
は
、

全
六
通
確
認
で
き
る（

（（
（

。
幸
い
に
も
、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
に
宛
て
た
昭
武
の
書
簡

に
つ
い
て
も
、
シ
ー
ボ
ル
ト
家
の
所
蔵
資
料
の
な
か
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る（

（（
（

。
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
書
簡
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
政
治
や
外
交
な

ど
の
公
的
な
事
柄
で
は
な
く
、
私
的
な
友
人
関
係
と
し
て
会
話
を
交
わ
す
二

人
の
姿
で
あ
る
。
そ
の
書
簡
は
、
主
と
し
て
次
に
会
う
日
時
の
伝
達
と
い
っ

た
フ
ラ
ン
ク
な
内
容
で
短
い
文
章
が
多
い
の
だ
が
、
と
り
わ
け
二
人
の
共
通

の
趣
味
で
あ
っ
た
狩
猟
に
か
か
わ
る
話
題
が
頻
出
し
て
い
る
。
実
の
と
こ
ろ
、

狩
猟
は
、
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
や
マ
ル
ク
リ
の
書
簡
に
お
い
て
も
何
度
も
触
れ
ら
れ

る
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
当
時
の
社
交
界
に
お
け
る
共
通
の
話
題
の
一
つ
で

あ
っ
た
の
だ
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
松
戸
徳
川
家
に
所
蔵
さ
れ
る
徳
川
昭
武
宛
の
フ
ラ
ン
ス
語
書

簡
を
題
材
に
し
、
そ
の
差
し
出
し
人
や
書
簡
の
内
容
を
整
理
し
つ
つ
、
明
治

期
に
い
か
な
る
日
仏
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
展
開
さ
れ
た
の
か
を
分
析
し

て
き
た
。
一
般
的
に
、
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
軍
事
、
法
学
、
外
交
の

分
野
で
発
展
し
た
日
仏
交
流
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
八
八
〇
年
代
に
入
る
と
次
第

に
衰
退
傾
向
を
見
せ
る
と
さ
れ
る
。
軍
事
で
は
、
日
本
陸
軍
が
フ
ラ
ン
ス
式

か
ら
ド
イ
ツ
式
に
切
り
替
え
ら
れ
て
い
く
。
ま
た
法
学
で
も
同
様
に
、
フ
ラ

ハインリッヒ・フォン・シーボルト書簡
（1884年2月７日付、松戸市戸定歴史館所蔵）
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ン
ス
法
か
ら
ド
イ
ツ
法
へ
と
転
換
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
日
本

に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
影
響
力
の
後
退
は
そ
の
後
も
継
続
し
、
改
善
の
兆
し

は
、
外
交
上
で
は
一
九
〇
七
年
の
日
仏
協
約
の
締
結
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
公
的
関
係
の
衰
退
と
は
裏
腹
に
、
私
的
な
書
簡
の
や

り
と
り
か
ら
は
、
公
文
書
で
は
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
が
さ
ま
ざ
ま
に

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
例
え
ば
、
昭
武
宛
の
フ
ラ
ン
ス
語
書
簡
で
は
、「
家

族
」
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
記
述
か
ら
明
治
期
の
水
戸
徳
川

家
の
推
移
、
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
や
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
の
家
族
関
係
な
ど
に
と
ど
ま
ら

ず
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
軍
人
や
学
者
の
生
活
様
式
な
ど
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
昭
武
宛
の
フ
ラ
ン
ス
語
書
簡
か
ら

判
明
す
る
の
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
脈
々
と
継
続
さ
れ
た
日
仏
の
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
態
で
あ
る
。
幕
末
・
明
治
期
に
来
日
経
験
を
持
つ
フ

ラ
ン
ス
軍
事
顧
問
団
の
軍
人
た
ち
は
、
パ
リ
の
日
本
公
使
館
に
集
会
し
、
日

本
と
の
接
点
を
継
続
的
に
持
っ
て
い
た
。
ま
た
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か

に
は
、
パ
リ
の
日
本
公
使
館
の
職
員
や
日
本
人
留
学
生
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ

る
。
と
り
わ
け
平
山
成
信
は
、
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
、
マ
ル
ク
リ
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド

の
い
ず
れ
の
書
簡
に
お
い
て
も
そ
の
名
が
挙
げ
ら
れ
、
昭
武
の
日
仏
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
つ
な
ぐ
重
要
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
法
学
者
ボ
ワ

ソ
ナ
ー
ド
に
つ
い
て
も
、
徳
川
昭
武
の
み
な
ら
ず
、
平
山
成
信
、
栗
塚
省
吾

ら
と
の
家
族
ぐ
る
み
の
交
際
に
端
を
発
し
、
そ
の
後
は
日
本
で
公
的
な
日
仏

交
流
組
織
を
設
立
す
る
こ
と
と
な
る
。
彼
ら
は
と
も
に
、
一
八
八
六
年
の
仏

学
会
を
支
え
る
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
日
本
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
語
お
よ

び
フ
ラ
ン
ス
法
学
の
発
展
に
寄
与
し
た
。
な
お
、
こ
の
仏
学
会
は
、

一
九
〇
九
年
に
日
仏
協
会
に
改
名
し
、
一
九
二
四
年
に
は
そ
の
後
の
日
仏
の

学
術
交
流
の
場
と
し
て
現
在
に
続
く
日
仏
会
館
の
設
立
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

徳
川
昭
武
は
、
こ
う
し
た
日
仏
間
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
に
身
を
置

き
、
そ
の
ひ
と
つ
の
結
節
点
を
な
し
た
の
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
接
点
を

生
涯
持
ち
続
け
た
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
昭
武
宛
の
フ
ラ
ン
ス

語
書
簡
に
焦
点
を
絞
っ
て
こ
う
し
た
日
仏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
つ
い
て

論
じ
て
き
た
が
、
今
後
、
平
山
成
信
、
渋
沢
栄
一
な
ど
、
明
治
期
に
フ
ラ
ン

ス
と
交
流
を
重
ね
て
い
っ
た
主
要
人
物
に
着
目
し
、
彼
ら
の
書
簡
を
合
わ
せ

て
分
析
す
る
こ
と
で
、
日
仏
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
い
っ
そ
う
重
層
的
に

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

註（
１
）　

徳
川
昭
武
に
関
す
る
主
な
研
究
は
以
下
の
と
お
り
。
高
橋
邦
太
郎
『
花
の
パ
リ
へ
少
年

使
節
─
─
慶
応
三
年
パ
リ
万
国
博
奮
闘
記
』
三
修
社
、
一
九
七
九
年
、
須
見
裕
『
徳
川
昭

武
─
─
万
博
殿
様
一
代
記
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
四
年
、
松
戸
市
戸
定
歴
史
館
編
『
文

明
開
化
の
あ
け
ぼ
の
を
見
た
男
た
ち
─
─
慶
応
三
年
遣
仏
使
節
団
の
明
治
』
松
戸
市
戸
定

歴
史
館
、
一
九
九
三
年
、
宮
地
正
人
監
修
『
徳
川
昭
武
幕
末
滞
欧
日
記
』
松
戸
市
戸
定
歴

史
館
、
一
九
九
七
年
、
宮
永
孝
『
プ
リ
ン
ス
昭
武
の
欧
州
紀
行
─
─
慶
応
三
年
パ
リ
万
博



71

【特集】東と西

使
節
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
２
）　

松
戸
市
教
育
委
員
会
編
『
松
戸
徳
川
家
資
料
目
録
』
第
一
集
、
一
九
八
九
年
、
四
五
〜

六
二
頁
（
松
戸
市
戸
戸
定
歴
史
館
所
蔵
）、
角
山
元
保
「
徳
川
昭
武
公
関
係
仏
文
資
料
を
よ

ん
で
」『
戸
定
論
叢
』
第
1
号
、
松
戸
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
〇
年
、
一
五
～
三
〇
頁
。

（
３
）　

初
期
日
仏
交
流
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
西
堀
昭
『
日
仏
文
化
交
流
史
の
研
究
─
─

日
本
の
近
代
化
と
フ
ラ
ン
ス
人
』
増
訂
版
、
駿
河
台
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
澤
護
『
御

雇
い
フ
ラ
ン
ス
人
の
研
究
』
敬
愛
大
学
経
済
文
化
研
究
所
、
一
九
九
一
年
、
西
野
嘉
章
・

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ポ
ラ
ッ
ク
編
『
維
新
と
フ
ラ
ン
ス
─
─
日
仏
学
術
交
流
の
黎
明
』
東

京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
、
二
〇
〇
九
年
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
シ
ム
ズ
著
、
矢
田
部
厚
彦
訳

『
幕
末
・
明
治
日
仏
関
係
史
─
─
一
八
五
四
～
一
八
九
五
年
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
一
〇
年
。

（
４
）　

明
治
期
の
日
仏
交
流
に
お
い
て
「
書
簡
」
に
注
目
し
た
研
究
で
は
、
以
下
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
鮫
島
文
書
研
究
会
編
『
鮫
島
尚
信
在
欧
外
交
書
簡
録
』
思
文
閣
出
版
、

二
〇
〇
二
年
、Institut de T

okyo, Institution adm
inistrative indépendante, 

Centre national de recherche pour les propriétés culturelles, Correspondance 
adressée à H

ayashi T
adam

asa, K
okushokankôkai, 2001
、
木
々
康
子
編
、
高
頭
麻

子
訳
『
林
忠
正
林
忠
正
宛
書
簡
・
資
料
集
』
信
山
社
出
版
、
二
〇
〇
三
年
。

（
５
）　

徳
川
昭
武
と
フ
ラ
ン
ス
の
接
点
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
と
の
交
流
に
焦

点
を
当
て
て
、
次
の
文
献
の
「
解
題
」
で
ま
と
め
た
。
寺
本
敬
子
『
徳
川
昭
武
に
宛
て
た

レ
オ
ポ
ル
ド
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
の
書
簡
─
─
一
八
六
七
年
パ
リ
万
博
の
出
会
い
か
ら
日
露
戦

争
ま
で
』
上
巻
、
一
橋
大
学
社
会
科
学
古
典
資
料
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
九
年
。
細
部
に
つ

い
て
は
同
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
６
）　M

inam
oto K

eiki, Le T
aicoun du Japon à l ’Em

pereur, N
apoléon , dans la 

correspondance de Léon R
oches au M

arquis de M
oustier, M

inistre des 
A

ffaires Etrangères, Y
okoham

a le 14 février 1867, A
rchives du M

inistère 
des A

ffaires Etrangères, Correspondance Politique Japon 1867.

（
７
）　

渋
沢
栄
一
『
欧
米
紀
行
』
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
八
九
年
（
初
版
一
九
〇
三
年
）、
渋
沢

青
淵
記
念
財
団
竜
門
社
編
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
三
六
巻
、
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
刊

行
会
、
一
九
六
一
年
、
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
渋
沢
史
料
館
『
渋
沢
栄
一
と
ア
ル
ベ
ー
ル
・

カ
ー
ン
─
─
日
仏
実
業
家
交
流
の
軌
跡
』
二
〇
一
〇
年
。

（
８
）　Inouye K

aw
achi no K

am
i and other 3 M

inisters to Parkes, Feb. 10, 1867, 
in D

espatches from
 H

. S. Parkes to F
oreign O

ffice, N
o. 20, F

eb. 13 1867, 
Public Record O

ffice London

、「
遣
佛
使
節
と
シ
ー
ボ
ル
ト
同
船
の
件
英
國
公
使
へ
通

牒
」
慶
応
三
年
正
月
六
日
、
日
本
史
籍
協
会
編
『
徳
川
昭
武
滞
欧
記
録
』
第
一
巻
、
東
京

大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
年
、
七
一
頁
。

（
９
）　
「
徳
川
昭
武
日
記
」、
宮
地
正
人
監
修
、
前
掲
書
、
一
九
頁
。

（
10
）　

同
右
、
六
〇
頁
、
八
〇
頁
。

（
11
）　

角
山
元
保
「
徳
川
昭
武
の
仏
文
日
記
」、
宮
地
正
人
監
修
、
前
掲
書
、
二
一
二
～

二
二
八
頁
。「
徳
川
昭
武
仏
文
滞
仏
日
記
」
の
原
文
（
フ
ラ
ン
ス
語
）
と
そ
の
翻
訳
（
日
本

語
）
に
つ
い
て
は
、
同
書
八
五
～
九
九
頁
お
よ
び
巻
末
付
録
二
〇
～
三
〇
頁
を
参
照
。

（
12
）　
「
徳
川
昭
武
仏
文
帰
航
日
記
」、
宮
地
正
人
監
修
、
前
掲
書
、
一
〇
一
頁
。

（
13
）　

同
右
、
一
〇
二
頁
。

（
14
）　

須
見
裕
、
前
掲
書
、
一
八
二
頁
。

（
15
）　

第
二
次
留
学
に
つ
い
て
は
、
同
右
、
一
九
〇
〜
二
〇
七
頁
を
参
照
。

（
16
）　

現
在
の
「
リ
セ
・
カ
ル
ノ
（Lycée Carnot

）」
の
前
身
に
あ
た
る
。

（
17
）　

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
宛
の
昭
武
の
書
簡
（
一
八
八
〇
年
九
月
三
日
付
、
パ
リ
）
で
は
、
ベ

ル
リ
ン
で
の
歓
待
に
礼
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
書
簡
は
次
の
史
料
集
に
収
載
さ
れ
て

い
る
。V

era Schm
idt ed., K

orrespondenz A
lexander von Siebolds : in den 

A
rchiven des japanischen A

ußenm
inisterium

s und der T
okyo-U

niversität, 
1859-1895, A

cta Sieboldiana, T
. 9, H

arrassow
itz, 2000, lettre no. 4.0200, p. 

333-334.

（
18
）　

徳
川
昭
武
「
洋
行
日
記
」、
松
戸
市
教
育
委
員
会
、
前
掲
書
、
八
頁
（
松
戸
市
戸
定
歴
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初期日仏交流における私信と人的ネットワーク──徳川昭武宛のフランス語書簡を中心に──

史
館
所
蔵
）。「
洋
行
日
記
」
の
翻
刻
は
、
松
戸
市
戸
定
歴
史
館
の
研
究
員
の
小
寺
瑛
広
氏

か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
な
お
、
明
治
初
期
に
フ
ラ

ン
ス
に
留
学
し
た
日
本
人
に
つ
い
て
は
下
記
の
文
献
を
参
照
。
田
中
貞
夫
『
幕
末
明
治
初

期
―
仏
蘭
西
学
の
研
究
』
改
訂
版
、
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
四
年
。

（
19
）　

現
在
の
ム
シ
ー
・
シ
ュ
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
イ
ユ
（M

oussy-sur-V
erneuil

）
市
。

（
20
）　

ヴ
ィ
レ
ッ
ト
の
軍
歴
に
つ
い
て
は
、
寺
本
敬
子
『
徳
川
昭
武
に
宛
て
た
レ
オ
ポ
ル
ド
・

ヴ
ィ
レ
ッ
ト
の
書
簡
』
上
巻
、
前
掲
書
「
解
題
」
を
参
照
。

（
21
）　

ヴ
ィ
レ
ッ
ト
の
軍
歴
表
、
フ
ラ
ン
ス
陸
軍
の
階
級
表
は
、
同
右
、
下
巻
、
二
六
〇
〜

二
六
七
頁
を
参
照
。

（
22
）　

渋
沢
栄
一
の
記
録
に
も
、
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
が
「
其
時
の
有
力
な
る
陸
軍
大
臣
の
大
層
贔
屓

の
軍
人
で
あ
る
と
か
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
」
と
あ
る（
渋
沢
青
淵
記
念
財
団
竜
門
社
編
、

前
掲
書
、
第
一
巻
、
六
〇
四
頁
）。

（
23
）　

寺
本
敬
子
『
徳
川
昭
武
に
宛
て
た
レ
オ
ポ
ル
ド
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
の
書
簡
』
上
巻
、
前
掲

書
、
二
九
頁
（
日
本
語
訳
八
五
頁
）。

（
24
）　

同
右
、
二
九
〜
三
一
頁
（
日
本
語
訳
八
五
〜
八
七
頁
）。

（
25
）　

同
右
、
下
巻
、
二
〇
三
頁
（
日
本
語
訳
二
五
九
頁
）。

（
26
）　

渋
沢
青
淵
記
念
財
団
竜
門
社
編
、
前
掲
書
、
第
一
巻
、
六
〇
七
〜
六
〇
八
頁
。

（
27
）　

大
塚
武
松
編
『
川
勝
家
文
書
』
日
本
史
籍
協
会
、
一
九
三
〇
年
、
三
〇
頁
（
在
佛
栗
本

安
芸
守
書
簡
「
川
勝
近
江
守
等
宛
」
慶
応
三
年
一
一
月
一
三
日
）。

（
28
）　

平
山
成
信
は
明
治
・
大
正
の
官
僚
、
政
治
家
。
一
八
七
一
年
ウ
ィ
ー
ン
万
博
、

一
八
七
八
年
・
一
九
〇
〇
年
パ
リ
万
博
に
事
務
官
と
し
て
携
わ
る
。
一
八
七
八
年
〜

一
八
八
一
年
は
、
外
務
一
等
書
記
生
と
し
て
在
パ
リ
日
本
公
使
館
在
勤
。
一
九
〇
〇
年
四

月
〜
一
〇
月
に
、
一
九
〇
〇
年
パ
リ
万
博
の
評
議
員
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
出
張
し
た
。

（
29
）　

寺
本
敬
子
『
徳
川
昭
武
に
宛
て
た
レ
オ
ポ
ル
ド
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
の
書
簡
』
下
巻
、
前
掲

書
、
一
五
九
〜
一
六
〇
頁
（
日
本
語
訳
二
二
四
〜
二
二
五
頁
）。

（
30
）　

渋
沢
栄
一
『
欧
米
紀
行
』
前
掲
書
、
三
四
〇
〜
三
四
二
頁
。

（
31
）　

寺
本
敬
子
『
徳
川
昭
武
に
宛
て
た
レ
オ
ポ
ル
ド
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
の
書
簡
』
下
巻
、
前
掲

書
、
一
七
六
〜
一
七
七
頁
（
日
本
語
訳
二
三
八
頁
）。

（
32
）　

詳
細
は
、
寺
本
敬
子
「
シ
ャ
ル
ル
・
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
マ
ル
ク
リ
ー
と
日
本
」『
仏
蘭

西
学
研
究
』
第
三
九
号
、
日
本
仏
学
史
学
会
、
二
〇
一
三
年
、
四
一
〜
五
二
頁
を
参
照
。

フ
ラ
ン
ス
軍
事
顧
問
団
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
主
に
次
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
篠
原

宏
『
陸
軍
創
設
史
─
─
フ
ラ
ン
ス
軍
事
顧
問
団
の
影
』
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
、
一
九
八
三
年
、

Shinichi Ichikaw
a “Les prem

ières m
issions m

ilitaires françaises, vues par les 
Japonais de l ’époque de M

eiji ”, R
evue H

istorique des A
rm

ées, no. 3, Service 
H

istorique de l ’A
rm

ée de T
erre, 2001, p. 55-64

、
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス

日
本
学
高
等
研
究
所
・
フ
ラ
ン
ス
国
立
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
日
本
文
明
研
究
所
監
修
『
フ

ラ
ン
ス
士
官
が
見
た
近
代
日
本
の
あ
け
ぼ
の
』IRD

、 

二
〇
〇
五
年
、
西
堀
昭
『
日
本
の

近
代
化
と
グ
ラ
ン
ド
・
ゼ
コ
ー
ル
─
─
黎
明
期
の
日
仏
交
流
』
拓
植
書
房
新
社
、

二
〇
〇
八
年
、
西
野
嘉
章
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ポ
ラ
ッ
ク
編
、
前
掲
書
、
竹
本
知
行
『
幕

末
・
維
新
の
西
洋
兵
学
と
近
代
軍
制
─
─
大
村
益
次
郎
と
そ
の
継
承
者
』
思
文
閣
出
版
、

二
〇
一
四
年
。

（
33
）　

篠
山
宏
、
前
掲
書
、
保
谷
徹
「
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
軍
事
顧
問
団
」
コ
レ
ー

ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
編
、
前
掲
書
、
一
九
八
〜
二
〇
六
頁
。

（
34
）　

宮
内
庁
編
『
明
治
天
皇
紀
』
第
二
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
八
年
、
七
六
二
〜

七
六
三
頁
。

（
35
）　“A

ttachés m
ilitaries et O

fficiers en m
ission à l ’É

tranger, Inspection 
générale de 1873, M

ission du Japon, M
arquerie, novem

bre 1873, in “Charles 
A

ntoine M
arquerie ”, côte : 4Y

F97144, Service H
istorique de la D

éfense.

（
36
）　Ibid.

（
37
）　“R

apport fait au M
inistre, Paris le 3 septem

bre 1874 ”, in “C
harles 

A
ntoine M

arquerie ” op. cit.
（
38
）　Lettre de C. A

. M
arquerie à A

kitake T
okugaw

a, le 1
er janvier 1822

（
松



73

【特集】東と西

戸
戸
定
歴
史
館
所
蔵
）

（
39
）　

角
山
、
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
40
）　

ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
の
家
族
関
係
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
数
少
な
い
研
究

と
し
て
以
下
が
あ
る
。
大
久
保
泰
甫
「
ボ
ア
ソ
ナ
ア
ド
と
三
つ
の
墓
」
上
下
、『
創
文
』

一
〇
六
号
（
一
九
七
二
年
三
月
、
一
〇
〜
一
三
頁
）、
一
〇
七
号
（
一
九
七
二
年
四
月
、

一
四
〜
一
七
頁
）、
大
久
保
泰
甫
『
ボ
ワ
ソ
ナ
ア
ド
─
─
日
本
近
代
法
の
父
』
岩
波
書
店
、

一
九
七
七
年
、
西
堀
昭
『
日
仏
文
化
交
流
史
の
研
究
』、
前
掲
書
、
二
七
〜
八
〇
頁
。

（
41
）　

大
久
保
泰
甫
「
ボ
ア
ソ
ナ
ア
ド
と
三
つ
の
墓
（
下
）」『
創
文
』
一
〇
七
号
、
一
九
七
二

年
四
月
、
一
四
頁
。

（
42
）　

松
戸
市
教
育
委
員
会
、
前
掲
書
、
四
五
〜
四
六
頁
（
松
戸
市
戸
定
歴
史
館
所
蔵
）。

（
43
）　Julie H

enriette Boissonade à A
kitake T

okugaw
a, le 24 juin 1881

（
松
戸
市

戸
定
歴
史
館
所
蔵
）

（
44
）　Julie H

enriette Boissonade à A
kitake T

okugaw
a, le 26 août 1881

（
松
戸
市

戸
定
歴
史
館
所
蔵
）

（
45
）　Julie H

enriette Boissonade à A
kitake T

okugaw
a, le 12 octobre 1881 （

松

戸
市
戸
定
歴
史
館
所
蔵
）

（
46
）　

栗
塚
は
、
一
八
七
五
年
に
フ
ラ
ン
ス
へ
留
学
し
、
パ
リ
大
学
で
法
律
を
研
究
。

一
八
八
一
年
に
帰
国
し
、
司
法
省
書
記
官
、
刑
事
局
長
等
を
経
て
、
一
八
九
二
年
大
審
院

部
長
と
な
る
。

（
47
）　

仏
学
会
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
文
を
参
照
。
安
岡
昭
男
「
仏
学
会
に
関
す
る
基
本
的
研

究（
一
・
二
）」『
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
四
二
号（
一
九
九
六
年
、
八
三
〜
一
一
二
頁
）、

四
三
号
（
一
九
九
七
年
一
一
一
〜
一
一
五
頁
）。

（
48
）　A

rcadio Schw
ade ed., Briefe aus dem

 Fam
ilienarchiv von Brandenstein : 

der K
reis um

 A
lexander und H

einrich von Siebold, A
cta Sieboldiana, T

. 4, 
H

arrassow
itz, 1991, lettre no. 3.001, p. 29.

（
49
）　

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
に
宛
て
た
昭
武
の
書
簡
（
一
八
七
四
年
九
月
三
日
付
）
が
、
シ
ー
ボ

ル
ト
家
の
所
蔵
資
料
の
な
か
に
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
書
簡
は
全
文
フ
ラ
ン
ス
語
で
、
送
り

主
は
「T

okugaw
a

」
と
書
か
れ
、
名
が
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
徳
川
昭
武
と
推
察
さ
れ
る
。

本
書
簡
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
日
本
に
戻
っ
た
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
か
ら
連
絡
を
受
け
、

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
を
自
邸
に
招
待
す
る
旨
を
伝
え
て
い
る
。A

rcadio Schw
ade ed., op. 

cit., lettre no. 3.005, p. 33-34.

（
50
）　

松
戸
市
教
育
委
員
会
、
前
掲
書
、
四
九
〜
五
〇
頁
（
松
戸
市
戸
定
歴
史
館
所
蔵
資
料
）。

（
51
）　A

rcadio Schw
ade ed., op. cit., lettres no. 3.005, 3.014, 3.015, 3.016, 3.023, 

3.025.

附
記　

本
稿
に
お
い
て
資
料
の
掲
載
を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
松
戸
市
戸
定
歴
史
館
な
ら
び
に

個
人
所
蔵
家
の
方
々
に
、
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。


